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「
都
市
伝
説
」
が
息
を
吹
き
返
し
た
。

　

書
評
誌
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』
は
二
〇
〇
七
年
六
月
号
の
特
集
を
「
よ
み

が
え
る
都
市
伝
説
」
と
銘
打
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
の
〈
噂
〉
の
流
行
に
、
ジ
ャ
ン
・
ハ
ロ
ル
ド
・

ブ
ル
ン
ヴ
ァ
ン
『
消
え
る
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
カ
ー
』
の
邦
訳
［
新
宿
書
房　

一
九
八
八
］
が
「
都
市
伝
説
」
の
名
称
を
与
え
た
一
九
九
〇
年
代
の
ブ
ー

ム
の
後
、バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
と
と
も
に
逼
塞
し
て
い
た「
都
市
伝
説
」は
、

二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
再
び
脚
光
を
浴
び
は
じ
め
た
。

　

野
村
典
彦
が
「
民
話
運
動
と
「
学
校
の
怪
談
」」
で
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
販
売
さ
れ
る
雑
誌
や
、
そ
の
後
に
急
激
な

成
長
を
遂
げ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
、
そ
の
語
の
は
ら
む
い
か
が
わ

し
さ
を
表
に
出
し
な
が
ら
、「
都
市
伝
説
」
を
増
殖
さ
せ
た
。［
一
柳
廣

孝
（
編
著
）『「
学
校
の
怪
談
」
は
さ
さ
や
く
』
青
弓
社　

二
〇
〇
五
：

一
七
〇
］

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
五
年
頃
か
ら
「
都
市
伝
説
」
を
冠
す
る
雑

［
口
承
文
芸
研
究
か
ら
の
現
代
批
評
］

都
市
伝
説
は
陰
謀
す
る

―
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
の
「
都
市
伝
説
」
ブ
ー
ム
・
走
り
書
き
―

飯 

倉
　
義 

之

誌
や
ム
ッ
ク
、
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
、
コ
ミ
ッ
ク
、
ゲ
ー
ム
が
陸
続
と
リ
リ
ー

ス
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
愛
好
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
数
多
く
開
設

さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
都
市
伝
説
ブ
ー
ム
に
は
、「
真
夜
中
の
都
市
伝
説
」
シ
リ
ー
ズ

を
著
し
た
松
山
ひ
ろ
し
［
主
著
に
『
３
本
足
の
リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
』
イ
ー

ス
ト
・
プ
レ
ス　

二
〇
〇
三
、
ほ
か
］
や
、
ア
メ
リ
カ
の
都
市
伝
説
の
紹

介
を
得
意
と
す
る
宇
佐
和
通
［
主
著
に
『T

H
E

都
市
伝
説
』
三
部
作　

新

紀
元
社　

二
〇
〇
四
～
七
、
ほ
か
］、
ネ
ッ
ト
で
「
妖
怪
王
」
を
名
乗
る

怪
異
愛
好
家
の
山
口
敏
太
郎
［
主
著
に
『
怪
奇
！
世
に
も
不
気
味
な
都
市

伝
説
』
河
出
書
房
新
社　

二
〇
〇
四
、
ほ
か
］
ら
を
先
頭
に
、
有
名
無
名

匿
名
の
多
く
の
発
信
者
が
存
在
す
る
。

　

ま
た
「
実
話
誌
」
と
呼
ば
れ
る
、
ウ
ラ
情
報
を
ウ
リ
と
す
る
一
群
の
雑

誌
も
「
都
市
伝
説
」
を
特
集
し
て
読
者
を
多
く
集
め
て
い
る
。

　

新
進
の
実
話
誌
で
あ
る
『
実
話
Ｇ
Ｏ
Ｎ
！
ナ
ッ
ク
ル
ズ
』（
ミ
リ
オ
ン

出
版
）
や
『
実
話
マ
ッ
ド
マ
ッ
ク
ス
』（
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン
）
は
、
扇
情
的

な
写
真
と
見
出
し
を
多
用
す
る
誌
面
構
成
で
、「
都
市
伝
説
」
や
「
心
霊

ス
ポ
ッ
ト
」
や
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」
と
い
っ
た
話
題
を
、
裏
社
会
の
情
報
や
ア
イ

ド
ル
の
「
お
宝
画
像
」
と
同
列
に
取
り
上
げ
る
。
そ
の
点
で
ヤ
ク
ザ
・
風

俗
情
報
を
主
と
し
て
き
た
旧
来
の
実
話
誌
（『
実
話
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
』

『
ア
サ
ヒ
芸
能
』
な
ど
）
と
は
一
線
を
画
す
。
こ
う
し
た
新
進
の
実
話

誌
を
、
そ
の
誌
面
の
特
徴
か
ら
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
系
実
話
誌
」
と
呼
ん
で
お

き
た
い
。

　
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
系
実
話
誌
」
は
ヌ
ー
ド
グ
ラ
ビ
ア
や
風
俗
体
験
記
事
を
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含
む
た
め
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
は
ア
ダ
ル
ト
向
け
の
棚
に
置
か
れ
る
が
、
同

誌
の
特
集
を
再
編
集
し
た
ム
ッ
ク
や
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
は
一
般
向
け
の
棚

に
も
置
か
れ
る
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
系
実
話
誌
が
発
信
す
る
「
都
市
伝
説
」
の

読
者
層
は
幅
広
い
と
思
わ
れ
る
。

　

だ
が
今
次
の
ブ
ー
ム
の
立
役
者
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
「
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・
セ
キ
ル
バ
ー
グ
」
こ
と
関
暁
夫
で
あ
る
。

　

キ
ャ
ッ
プ
・
顎
鬚
・
サ
ン
グ
ラ
ス
の
「
セ
キ
ル
バ
ー
グ
」
は
、
お
笑
い

コ
ン
ビ
・
ハ
ロ
ー
バ
イ
バ
イ
の
関
暁
夫
が
扮
す
る
「
キ
ャ
ラ
」
で
あ
る
。

関
は
以
前
か
ら
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
で
演
じ
て
い
た
「
都
市
伝
説
」
ネ
タ
を
、

深
夜
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
『
や
り
す
ぎ
コ
ー
ジ
ー
』（
テ
レ
ビ
東
京
）
の
企

画
「
芸
人
都
市
伝
説
」
で
オ
ン
エ
ア
し
、
知
名
度
を
大
き
く
上
げ
た
。

　

関
ら
が
「
都
市
伝
説
」
を
語
る
同
企
画
は
好
評
で
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

－

Ｂ
Ｏ
Ｘ

も
発
売
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
八
月
に
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
に
二
時
間
の

特
番
も
放
送
さ
れ
た
。
中
高
生
の
世
代
は
「
セ
キ
ル
バ
ー
グ
」
で
初
め
て

都
市
伝
説
を
知
っ
た
と
い
え
る
。「
都
市
伝
説
」
ネ
タ
を
ま
と
め
た
関
の
著

書
、『
ハ
ロ
ー
バ
イ
バ
イ
・
関
暁
夫
の
都
市
伝
説
』［
竹
書
房　

二
〇
〇
六
］

も
三
五
万
部
を
売
る
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

　

同
書
の
副
題「
信
じ
る
か
信
じ
な
い
か
は
あ
な
た
次
第
」は「
セ
キ
ル
バ
ー

グ
」
の
決
め
台
詞
で
も
あ
る
。
判
断
は
「
あ
な
た
次
第
」、
即
ち
責
任
は
全

て
聞
き
手
に
あ
る
と
い
う
こ
の
宣
言
は
、
メ
デ
ィ
ア
側
が
用
意
し
た
ト
ラ

ブ
ル
へ
の
予
防
線
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

現
行
の
ブ
ー
ム
に
は
二
つ
の
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
そ
の
一
つ
は
、

「
な
ん
で
も
あ
り
」
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

雑
誌
『
ア
エ
ラ
』
連
載
を
ま
と
め
た
『
都
市
伝
説
探
偵
団
』［
朝
日
新

聞
社　

二
〇
〇
五
］
で
は
「
生
理
は
伝
染
す
る
？
」「
お
ひ
な
様
を
片
づ

け
な
い
と
行
き
遅
れ
る
？
」
と
い
っ
た
俗
信
が
、
並
木
伸
一
郎
『
最
強
の

都
市
伝
説
』［
経
済
界　

二
〇
〇
七
］
で
は
、
ア
ポ
ロ
月
未
到
達
説
や
聖

書
の
暗
号
と
い
っ
た
陰
謀
論
や
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
デ
ビ
ル
、
モ
ス
マ
ン
と

い
っ
た
Ｕ
Ｍ
Ａ
（
未
確
認
生
物
）
の
話
題
が
、
児
童
書
『
こ
わ
ー
い
！
都

市
伝
説
＆
怪
談
Ｄ
Ｘ
』［
実
業
之
日
本
社　

二
〇
〇
七
］
で
は
七
不
思
議

や
心
霊
写
真
や
こ
っ
く
り
さ
ん
ま
で
が
「
都
市
伝
説
」
と
し
て
括
ら
れ
る
。

一
九
九
〇
年
代
の
都
市
伝
説
ブ
ー
ム
に
は
あ
っ
た
「
友
人
の
友
人
に
起

こ
っ
た
と
さ
れ
て
広
ま
る
、
現
代
の
自
然
発
生
的
な
怪
談
・
奇
談
」
と
い

う
含
意
は
、
こ
こ
で
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
。

　

前
回
の
都
市
伝
説
ブ
ー
ム
は
八
〇
年
代
末
の
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
影
響

下
に
あ
っ
た
。
当
時
の
都
市
伝
説
に
は
あ
っ
た
「
ニ
ュ
ー
ア
カ
」
が
唱
導

し
た
よ
う
な
「
シ
ラ
ケ
つ
つ
ノ
る
」
と
い
っ
た
距
離
感
が
、
現
在
は
な

い
。
関
が
決
め
ゼ
リ
フ
で
言
う
よ
う
に
、「
都
市
伝
説
」
は
「
信
じ
る
」

べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

現
在
の
「
都
市
伝
説
」
に
顕
著
な
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
強
い
「
陰
謀

史
観
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
「
陰
謀
論
」
と
呼
ば
れ
て
、
流
言
や
口
承
文

芸
と
は
区
別
さ
れ
て
き
た
パ
ラ
ノ
イ
ア
妄
想
的
な
奇
説
（
い
わ
ゆ
る
「
ト

ン
デ
モ
本
」
の
世
界
）
ま
で
が
「
都
市
伝
説
」
の
範
疇
と
さ
れ
、フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
と
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
境
の
曖
昧
な
〈
ウ
ワ
サ
〉、す
な
わ
ち
「
ネ
タ
」

と
し
て
消
費
さ
れ
て
い
る
。

　

関
前
掲
書
で
は
、
従
来
の
都
市
伝
説
の
定
番
で
あ
っ
た
「
口
裂
け
女
」
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や
「
食
べ
物
の
秘
密
」
と
い
っ
た
話
材
は
重
視
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
軽
く
扱

わ
れ
る
。
関
の
「
都
市
伝
説
」
が
力
説
す
る
の
は
、世
界
中
の
「
裏
の
組
織
」

が
阪
神
淡
路
大
震
災
を
は
じ
め
と
し
た
大
地
震
を
人
為
的
に
起
こ
し
て
い

る
と
語
る
「
地
震
兵
器
」
や
、
九
・
一
一
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
へ
の
テ
ロ
は
ア
メ
リ

カ
の
自
作
自
演
と
述
べ
る
「
ア
メ
リ
カ
策
略
戦
争
」「
お
札
の
秘
密
」、
ア

メ
リ
カ
の
一
部
勢
力
は
宇
宙
人
と
密
約
を
交
わ
し
て
世
界
中
を
欺
い
て
い

る
と
ぶ
ち
あ
げ
る
「
電
子
レ
ン
ジ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
説
」「
ケ
ネ
デ
ィ
と
宇
宙
」
な

ど
で
あ
る
。

　
「
猫
肉
バ
ー
ガ
ー
」
や
「
ピ
ア
ス
の
白
い
糸
」
と
い
っ
た
か
つ
て
の
都

市
伝
説
が
日
常
レ
ベ
ル
の
奇
談
を
語
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
現
在
の
「
都

市
伝
説
」
は
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
や
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の
陰
謀
と
い
っ

た
、
国
家
レ
ベ
ル
、
国
際
企
業
レ
ベ
ル
の
陰
謀
論
を
語
る
。「
都
市
伝
説
」

の
受
け
手
た
ち
は
、「
世
界
の
〈
現リ
ア
ル実

〉
は
国
家
や
企
業
や
闇
の
勢
力
に

巧
妙
に
隠
蔽
さ
れ
て
お
り
、
自
分
た
ち
は
騙
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
被
害

者
の
立
場
に
自
ら
を
置
く
。
関
前
掲
書
の
最
終
節
の
題
名
は
「
シ
ナ
リ
オ

通
り
の
世
の
中
」。
こ
れ
が
ま
さ
に
「
都
市
伝
説
」
フ
ァ
ン
の
気
分
で
あ

る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
「
都
市
伝
説
」
は
「
陰
謀
論
」
と
い
う
大
き
な
〈
話

型
〉
に
沿
う
こ
と
で
、
読
者
が
現
在
の
社
会
に
対
し
て
漠
然
と
抱
い
て
い

る
不
満
や
不
安
と
、
そ
こ
か
ら
発
生
す
る
攻
撃
性
を
焦
点
化
し
、
そ
う
し

た
ル
サ
ン
チ
マ
ン
の
発
露
の
受
け
皿
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
心
性
は
「
嫌
韓
・
嫌
中
」
を
標
榜
す
る
青
年
層
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
「
祭
り
」
で
ブ
ロ
グ
を
「
炎
上
」
さ
せ
る
な
ど
他
者
を
執
拗
に

攻
撃
す
る
「
ネ
ッ
ト
右
翼
」（
必
ず
し
も
右
翼
的
思
想
を
必
要
と
し
な
い

と
い
う
意
味
で
「
ネ
ッ
ト
イ
ナ
ゴ
」
と
も
呼
ば
れ
る
）
に
も
通
底
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

近
藤
瑠
漫
・
谷
崎
晃
『
ネ
ッ
ト
右
翼
と
サ
ブ
カ
ル
民
主
主
義
』［
三
一

書
房　

二
〇
〇
七
］
は
、「
ネ
ッ
ト
右
翼
」
は
決
し
て
国
粋
的
心
性
の
持

ち
主
で
は
な
く
、
変
動
期
に
あ
る
現
在
の
日
本
社
会
で
漠
然
と
し
た
不
安

や
不
満
を
抱
え
る
「
負
け
組
」「
負
け
か
け
組
」
が
、
攻
撃
性
を
焦
点
化

し
て
発
露
し
自
己
肯
定
感
を
得
る
た
め
に
、
嫌
韓
・
嫌
中
・
愛
国
の
姿
勢

を
選
択
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

こ
う
し
た
「
都
市
伝
説
」
の
変
容
に
は
、「
我
々
の
眼
に
見
え
な
い
社

会
の
闇
に
真
実
が
隠
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
陰
謀
論
的
ま
な
ざ
し
に
無
制

限
の
資
料
と
参
照
枠
と
を
与
え
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
強
く
影
響
を
与
え

て
い
る
。
先
の
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
系
実
話
誌
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
親
和

性
の
高
い
印
刷
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、「
ネ
タ
元
」
が
ネ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と

を
隠
さ
ず
に
、
む
し
ろ
「
火
の
な
い
と
こ
ろ
に
煙
は
立
た
ぬ
」
の
論
理
を

用
い
て
「〈
現リ
ア
ル実

〉
の
証
拠
」
と
し
て
誇
ら
し
げ
に
提
示
す
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
で
は
、
す
べ
て
の
情
報
が
表
層
的
に
、
並
列
に

配
置
さ
れ
る
。
そ
れ
は
多
く
の
人
に
開
か
れ
た
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ウ
ェ
ブ

の
す
ば
ら
し
い
特
性
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
綿
密
な
取
材
と
丹
念
な
分
析

を
経
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
署
名
入
り
の
報
告
も
、
ふ
と
し
た
思
い
付
き
で

匿
名
掲
示
板
に
記
さ
れ
た
無
根
拠
の
書
き
込
み
も
、
ま
っ
た
く
等
価
値
の

「
ネ
タ
」
と
し
て
読
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　

情
報
が
す
べ
て
等
価
値
の
「
ネ
タ
」
と
し
て
消
費
さ
れ
る
と
き
、
ど
れ

を〈
現リ
ア
ル実

〉と
し
て
受
け
止
め
る
か
は
、情
報
の
論
理
的
妥
当
性
で
は
な
く
、
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受
け
手
の
「
好
き
・
嫌
い
」
に
ま
か
さ
れ
る
。
例
え
ば
二
〇
〇
六
年
一
月

の
ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件
を
「
若
い
経
営
者
が
犯
し
た
失
敗
」
と
見
る
か
、「
経

団
連
の
若
い
芽
潰
し
」
と
か
「
検
察
と
亀
井
静
香
の
陰
謀
」
と
か
「
反
日

サ
ヨ
ク
新
聞
と
北
朝
鮮
の
罠
」
な
ど
と
し
て
見
る
か
は
、個
人
の
主
観
（
つ

ま
り
「
好
み
」）
よ
り
ほ
か
に
決
定
の
要
因
を
も
た
な
い
こ
と
と
な
る
。

　

木
原
善
彦
は
『
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
』［
平
凡
社
新
書　

二
〇
〇
六
］
で
、「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
神
話
」
を
事
例
と
し
て
、

　

以
前
な
ら
、
一
般
に
前
提
さ
れ
る
、
あ
る
一
つ
の
「
現
実
」
に
対
し

て
複
数
の
「
個
人
的
価
値
観
」
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
そ

れ
と
は
逆
に
、「
個
人
的
価
値
観
」
に
基
づ
い
て
各
人
が
自
分
の
好
き

な
「
現
実
」
を
選
び
取
っ
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。［
同
：

一
八
七
～
八
］

と
現
在
の
状
況
を
ま
と
め
、
こ
う
し
た
心
性
の
広
ま
っ
た
現
在
を
大
澤
真

幸
の
い
う
「
不
可
能
性
の
時
代
」、
東
浩
紀
の
い
う
「
動
物
の
時
代
」
を

参
照
し
つ
つ
、「
諸
現
実
の
時
代
」
と
名
付
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
持
つ
現
行
の
「
都
市
伝
説
」
ブ
ー
ム
を
、
二
一
世
紀

の
メ
デ
ィ
ア
社
会
に
お
い
て
口
承
文
芸
が
不
滅
で
あ
る
証
拠
、
な
ど
と
安

穏
に
捉
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

　
「
都
市
伝
説
」
が
商
品
と
し
て
世
間
に
流
通
す
る
一
方
で
、
日
本
口
承

文
芸
学
会
編
「
こ
と
ば
の
世
界
」
第
三
巻
『
は
な
す
』［
三
弥
井
書
店　

二
〇
〇
七
］
が
「
現
代
伝
説
」
の
語
を
採
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
口
承
文

芸
研
究
者
は
「
都
市
伝
説
」
の
語
と
距
離
を
お
く
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は

か
つ
て
の
「
民
話
」
と
「
昔
話
」
の
相
克
を
思
わ
せ
る
。

　

さ
ら
に「
現
代
民
話
」や「
学
校
の
怪
談
」の
ブ
ー
ム
、「
実
話
怪
談
」や「
Ｊ

ホ
ラ
ー
」
の
流
行
も
、「
都
市
伝
説
」
と
密
接
な
関
連
を
も
つ
も
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
い
い
く
ら
・
よ
し
ゆ
き
／
國
學
院
大
學
大
学
院
特
別
研
究
生
）


